
平成２８年度国立淡路青少年交流の家教育事業「「虫虫ととりりでで『『親親子子ちちゃゃれれんんじじ』』そそのの２２」」実施報告 

 

「「ああわわじじでで虫虫ととりり名名人人ににななっってて  シシーーカカヤヤッッククににももちちゃゃれれんんじじ！！」」  
 

１１  趣趣  旨旨：親子で様々な体験活動にチャレンジする機会を提供し、親子の絆を深める。保護者には、子育

てについて考える場を提供するとともに、ゆるやかなネットワークの構築を図る。 

 

２２  日日  時時：１回目（その２） 平成２８年９月２４日（土）１２：３０ 

～２５日（日）１２：３０ 

      ２回目（その２の２）   １０月１５日（土）１２：３０ 

                     ～１６日（日）１２：３０ 

 

３３  場場  所所：国立淡路青少年交流の家 

 

４４  対対  象象：子どもとその保護者 １５組、５０名程度 

 

５５  参参加加者者：１回目 ２０家族６９名（保護者３７名、子ども３２名） 

      ２回目 １８家族５７名（保護者３０名、子ども２７名） 
 

６６  ププロロググララムムのの内内容容：   

 

１１日日目目  

１１３３：：００００～～  始始ままりりのの会会  
はじめて会う方も多く、どこから来たのか、２日間で楽しみにしていることは何かを、２日目の海で活動する４

班に分かれて紹介しあった。今回の虫とりの講師、虫の達人のＮＰＯ法人こどもとむしの会（その２の２は竹田講

師）の紹介もすると、子どもたちが待ち遠しそうに体をうずうずさせはじめた。 

 

１１３３：：３３００～～  虫虫ととりりににちちゃゃれれんんじじ  
海側と山側に分かれて、虫の達人のお兄さん、お姉さんとともに虫とりを開始。最初は遠慮がちだった保護者も

子どもたちの虫とりの熱意に感化されたのか、親子いっしょに虫とり網をもってトンボを追いかける姿が印象的だ

った。虫かごがいっぱいになってしまい、別の虫かごを貸してほしいと言ってくる子も。どの家族も夢中で虫とり

を楽しんだ。室内に移動し、採った虫たちで手作り昆虫博物館づくり。こんなにたくさんの虫が捕れたのかと満足

そうだった。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１１６６：：００００～～  テテンントト泊泊ににちちゃゃれれんんじじ  
テント泊をする家族が、それぞれのテントを親子で協力してたてた。子どもたち 

にとって難しいところは、ボランティアにも手伝ってもらいながらロープを張った 

り、ペグを打ったり自分たちにできることを積極的にしようという姿勢がみられた 

。テントができると、うれしそうにテントと外を出たり入ったりしている子がに見 

られ、その様子を笑顔で見ている保護者の姿が印象的だった。 

 

  

１１９９：：００００～～  ナナイイトトウウォォーーキキンンググ  
昼間に捕った虫を１匹選んで、子どもたちの手で返すことに。夜の吹上浜、キャンプ場は昼間と違う雰囲気で、普



段なかなかできない夜の道を歩くことができる子どもたちは興奮気味。親子で秋の虫の音色に聞き入っていた。研修

室に帰ってきてから、外で聞いてきた虫はなんの虫かをあてるクイズをすると、ほとんどの子どもたちが元気よく「ハ

イ！」と手をあげて虫の名前を答えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２日日目目  

９９：：００００～～  シシーーカカヤヤッックク、、スストトーーンンペペイインンテティィンンググととブブレレススレレッットト作作りり、、遊遊びびリリンンピピッッククにに  

ちちゃゃれれんんじじ  
４班に分かれて順番にシーカヤックを体験。親子ともシーカヤックを初めて体験するという方が多く、ほとんどの子

どもたちが怖がらず、「みーぎ、ひだーり！」と二人でかけ声を合わせ、だんだんとカヤックが上手に漕げるようにな

っていった。中には「まだやりたい！来年もまたやってね！」とスタッフに声をかける子もいた。空の天気も時間が経

つにつれ青空が見えてきて、気持ちのいい風の中、シーカヤックを楽しむことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 海で遊ぶ順番を待っている間に、砂浜からお気に入りの石を拾ってきてその石に 

お絵かき。漁師さんが使う網を使って、ブレスレットやストラップも編んだ。遊び 

リンピックは「おはしリンピック」を開催。お皿からお皿へ小豆や松ぼっくりをおは 

しで移す競争は親子で対決する姿も見られ、白熱した戦いが見られた。時間が経つに 

つれて天気もよくなってきて、１０月にしては暑いほどの気温だったが、それぞれの 

遊びを親子で楽しんでいただけた。 

 

 

７７  参参加加者者のの声声  
・シーカヤックなど、なかなか体験できないプログラムが経験できました。 

・ボランティアの方が優しく、細やかな配慮をしてくれました。 

・子どもが、来年もシーカヤックの企画を楽しみにしています。 

・魚釣りキャンプや、商店街、みんなでできるレクリエーションゲーム、野外炊飯をしてほしいです。 

・子どもたちに良い体験を、今後もよろしくお願いします。 

 

８８．．所所感感  
 ・前回に引き続き今回もキャンセル待ちが多く出たので、１０月にその２を開催した。虫とりとシーカヤックの体験

に魅かれてきたという家族も多かった。親子で体験するプログラムのニーズの高さを感じた。 

 ・虫とりでお世話になったＮＰＯ法人こどもとむしの会の方や、虫に詳しい地元の方など、普段であれば接すること

のできない、子どもたちが憧れる大人と接する機会をもてたことがよかった。またそういう機会を提供できるという

施設の重要性を感じた。今後も専門性をもつ大人、地元の方との連携が必要である。 

 ・虫とりは、未就学児から小学生のお子さんをもつ家族にとても人気が高い。初めて行ったシーカヤック体験も人気

があった。今後も海や山に近いという立地を生かしてその魅力のプログラム化をはかり、広くみなさんに提供してい

きたい。 

今今後後のの「「親親子子ちちゃゃれれんんじじ」」のの予予定定  

③11.5～6沼島探検、④12.17～18文化体験、⑤ 3.19～20企画中 


